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小委員会交渉の概要 

 

交渉日：令和５年４月 18日（火）15時 45分 

場 所：第一本庁舎内会議室 

出席者：当 局 労務担当部長、制度企画課長、職員支援課長、人事制度担当課長 

    都労連 副執行委員長、書記長、書記次長、法対部長 

 

事項 組合主張 当局主張 

時差勤務及び休

憩時間の取扱い

について 

○柔軟で多様な働き方が職員にとって一定

の有用性があることは認識しているが、

見直しに当たり現状の課題・問題点を検

証し整理していく必要 

○時差勤務の見直しについては、職員ごと

の超過勤務時間などを、これまで以上に

的確に把握・共有することが必要 

○また、職員の柔軟で多様な働き方の推進

に取り組むのであれば、導入する職場に

おいて、希望する全ての職員が制度を利

用できるよう、職場環境を整備すること

が肝要 

○休憩時間の見直しについては、職員間の

コミュニケーション不足の課題解決が必

要 

○提案については、組織に持ち帰り、単組

に確認の上、諾否を回答 

○新型コロナウイルス感染症の位置づけが

５類に変更されることを踏まえ、特例と

して措置してきた時差勤務及び休憩時間

の取扱いについて見直し 

○日を単位とした時差勤務の振分けを可能

とする特例措置及び午前 11時から正午ま

で及び午後１時から午後２時までの時間

帯を休憩時間に設定できる特例措置につ

いて、職員の柔軟で多様な働き方の推進

に取り組む観点から、引き続き実施 

○実施時期は、令和５年５月８日 

 

 


